
3 - ミャンマ ー

l)政治・経済・民生の動向

(1)アジア経済研究所 「発展途上地域日本語文献目録」1983-1989

年 文献件数 うち農業関係件数

1983 54 4 

1984 49 7 

1985 31 6 

1986 33 6 

1987 37 8 

1988 47 6 

1989 37 7 

計 288 44 

(2)最近の新聞、 雑誌記事 1990.4.- 1991.12. 18件

Time, June 11,1990. Surprise! Surprise! 

選挙は国民民主連盟(Nationa 1 League for Democracy)の圧倒的勝利に終わ ったが、 Aung

San Suu Kyiが実際に政権に就けるかどうかはわから ない。

Far Eastern Economic Review, 21 Feb.1991. Bans and bribes. 

ミャンマ ーの軍事政権SLORC (State Law and Order Restoration Council) は反対政党の活

動を全て禁止した。 仏教僧侶でも逮捕するか、 賄賂でまるめこむかしている。

FEER, 11 Apr. 19 91. 書評 Aung San of Burma by Aung San Suu Kyi. Kiscadale,Edinburgh. 

日経91.4.17. 世界の民族問題 ミャンマ ーの主要民族と少数民族

FEER, 11 July 1991. Japan in Asia. Part 12. Burma. 

日本とミャンマ ーの因縁 は特に深い。 最近ヤンゴンで日本の援助によりプラネタリウムが作

られたが、 これはネウィン将軍が天文学や占いを好む ためである。 1930年代に日本 は30人の

ビルマ人 民族 主義者に軍事教育を行った。 この30人が後のビルマ 軍の中核となった。

日経91.9.16. ミャンマ ー に懸ける橋 松本康照（鹿島建設）

日経91.10.16. ミャンマ 一 軍事政権 ノ ーベル賞を黙殺

FEER, 3 Oct.1991. SLORC salvation. 

中国はミャンマ ー に対し、 武器を輸出し、 中国に軍人を連れてきて、 教練を施している。

Japan Times,22 Oct.1991. A lonely battle recognized/ by Toru Yano. 

ス ー チ ー 女史 は京都大学東南アジア研究センター に留学した縁があり、 矢野暢教授は、 ス ー

チ ー 女史の活動を激賞している。

担当：濱村 邦夫
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FEER, 2 4  Oct .199 1. Cracks in th e r ock . 

ミャンマ 一 軍事政権内部にも亀裂 が生じ ている。

(3)アジア経済研究所 「アジア動向年報 199 1年版」

高根 務 軍政主導体制の確立

根本的経済改革（為替相場の切下げ）や西側の経済援助 がない限り、 経済再建は困難である。

(4)ミャンマ ー関係文献

1. J ICA 

2. AICAF 

3. JETRO 

4 . 斎藤照子

5 . 松尾英俊

6. 中村 成二

7 . 松尾英俊

8. 有松 晃

9 . 桐生 稔

10 . 鶴見和幸

19 9 1  

1979 

1 9 89 

19 88 

19 87 

19 87 

19 86 

19 83 

19 83 

19 80 

ミャンマー 1-卜汀ゞソク計画長期調査員報告書

ビルマの農業

ミャンマーの農業事情 JETRO海外農林水産情報2 5 :1 -5 8.

農業開発の地域的課題一t
、

ルマ 国際農林業協力 11( 1/2 )

統計値によるビルマ農業 の概況 国際食糧農業情報57 8

ビルマ農業 と普及事業への協力 国際農林業協力9 (4) 

ビルマにおける農業研究の現状 海外農業開発 10 : 1 -8 

ビルマにおける農業協力 国際農林業協力情報6 (3) (4) 

ビルマ社会主義下の農家経済 国際農林業協力 6 (1 ) (2) 

ビルマに対する農林水産業協力の現状 AICAF 3 :57 -63 

11 . 河田直美 1 9 88 ビルマの米事情 国際農林業協力情報 11 (1 ) 

12 . 松野正、 藤田雅史19 86ビルマの稲作生産性に関する調査研究

熱帯農業 30 (4) :2 17 -2 4 1. 

13. 古賀康正 19 85 - 6ビルマにおける米の加工、 流通の概況及び当面する諸問題

I -VII 輸入食糧協議会報

14 . 中川原捷洋、 四方俊 ー 19 87 ビルマの稲作 農業及び園芸臨時増刊号

1 5. 紙谷 貢 1974 ビルマの稲作 「熱帯アジアの稲作」p .3 61-37 1

16. 高橋淑雄 19 78 最近におけるビルマの米穀事情と技術協力

熱帯農業 22:1 50 -1 57 

1 7 . 大野 徹 19 89 t
‘、
Jvマー破綻 したい四社会主義 アジア研究 35(3) : 69 -88. 

18. 荒井利明 1 9 89 ビルマの闇 亜紀書房

19 . 伊藤利勝 19 84 ビルマの始耕祭とその東南アジアにおける特質

愛知大学文学論叢 7 6  

20 .地球の歩き方編集室 1991 地球の歩き方(30 )ミャンマ ー

2 1. ミャクソテイソ 19 83 剣の山 を越え火の山 を渡る 井村文化事業社

22 . モウ勁（インヤー）19 84 母・道なき道 を手探りで 井村文化事業社

23. ティンハ゜ーミソ 19 88 東 より日出るが如く 勁草書房

24 . トーが ースエ 19 87 会うは別れのはじ め 勁草書房

2 5 . 19 83 現代ビルマ短 編小説集 勁草書房

26. セイソセイソ 1985 迷路の旅 勁草書房
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2 7. /vドゥウホ7う 1986 サルウィン 河の筏乗り

28. マ、サソク
‘
- 19 86 欠け ているところを埋 めて下さい

29. 杓杓苅ェ 1984 雨漏りしそうな折り畳み傘

30. ミソヅョー 1984 茶色い犬

2)農林業動向

( 1)農業 、 林業 、 畜産業 、 漁業 の生産高比率

（デ ータ探索中）

( 2)主要農産物生産

新宿書房

勁草書房

勁草書房

勁草書房

表1主要農産物の生産量( 19 89/90 暫定、 単位 万 トン）

農産物名 生産量

米（籾） 135 2  

サトウキビ 20 2 

落花生（殻つき） 5 2  

ゴマ 23 

トウモロコ シ 20 

小麦 16 

マッペ（ケツルア ズキ） 10 

綿花 7 

バタ ービ ーン（ライマメ） 5 

ジュ ート 3 

出所：アジア経済研究所 「アジア動向年報 199 1年版」

(3) CAB ( 19 82-9 1. 10) 文献検索 ミャンマ ーの農林業 17 件

TROSIS （熱研スライド情報シス テム）検索 0 件

沖縄支所 中川市に入力を依頼 した。

TRODIS （熱研文献情報システム）検索 3件

TROPIS （熱研印刷物情報システム）検索

3)農林業技術動向

( 1)在来技術

3 件

ミャンマ ーは六つの管区と六つの州 より成る。 六つの管区 はビルマ族の支配する地域である

が、 六つの州 はそれぞれ異なった民族の優先する地域であり、 山岳地域であるから 、 農林業 の

形態も古い。
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山岳地の少数民族の焼き畑農業 は特 に問題視されてはいないが、 人口圧が 高まればいずれ問

題として浮き 上がってこよう。

(2)資源投入

灌漑普及率は 10% で、 カンボジア 3%、 マ レ ー シ アの 7% に 次いで低い。 稲の近代品種の普

及率は 49％で、 フィリビ゜ンの 87%、 インドネシ アの 72％マ レ ー シ アの 54％よりは低いが、 バング

ラデ シュの 30%、 タイの 1 3％よりは高い。 近代品種（高収量品種）は 1976年の高収最米促進特

別計画以降急速 に普及したものである。

肥料 の投入量（成分量合計）はllkg /ha で、 少ない方である。 稲作が 一定の水準 に達したこ

とから 、 より 収益性の高い商品作物への転換が図られている。 特 に 最近の作 付けおよび取引き

の自由化の措置 により、 ダイズと ゴマの 輸出が急増した。 しかし、 農産物品目の多様化はあま

り進んでいない。

(3) 低投入持続的農業

農業研究所では、 サンヘンプ、 キン ゴウカン、 ケツルア ズキ、 ヒョコマメなどのマメ科作物

を緑肥として導入することを奨励している。

4)国立研究機関(NARS)の現状

(l )ISNAR 19 89. A global database on Nat ional Agr .Res.S ystems. 

P er sonne 1 .  19 84. 

P hD MSc BSc Subtotal Expat T otal 

8
 

2 4  2 35 26 7 26 7 

Expend iture. 

最近のデータ無し。

(2)Longman Group UK . 1990. Agr .Res.Centres. 

F orest Res.Inst. Yez in 

Inst.Agr .,Un iv .  Yangon Yez i n 

(3)その他の研究所

Agr iculture Researc h Inst itute Yez i n 

5) 研究ニ ー ズ

(1) 国家経済発展計画

ミャ ンマ ーでは、 中期経済発展計画を定めていな いようである。 財政省計画局は、 1 991年

から 92年 にかけて、 国民総生産を 5. 8％増加させることを目標としている。 内訳として、 農業部
門は 5. 9%、 畜産 漁業部門は 9. 3%、 林業部門0. 9%、 工業 14. 9％の増をめざす（東南アジア要覧、l
99 2年版）。
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(2)農業政策目標

米（籾）の生産は、 1300万から 1400万t のレベ ルであるが、 9 1年 10月イラワジ デルタの大洪

水により減収した。 米、 食用油については配給制度を続けているが、 食用 作物の増産と安定化

が課題である。

木材伐採権や 漁業権をタイその他の国の企業に売って外貨獲得の 一 手段としているが、 対局

的には自 国による生産、 加工が課題となる。

(3)農業技術研究 目標

①米の品質 向上

②米のポストハ ー ベスト技術

③油料作物の生産

④輪 作体系

⑤森林研究（タイに対する木材の 輸出）

⑥山岳民族 ケシ栽培、 焼き畑農業 の抑制と定住化

⑦ 畜産(FA 01
°

11ヅェク ト、 家 畜衛生、 研究ネッ トリーク、 国境地域の小農）

⑧農業機械 （ 中小型）

⑨病害虫防除

⑩モヤシ原材料（マッペ）の生産技術

⑪ゴマの MLO (M icoplasma l ike organ ism ) 

(4)ミャンマ ー シ ード バンク計画リ ー ダ ー来日

1992 .1.16 -2 .6 .  Mr .U Myo N yunt (4 7) 1.2 7 .に熱研 来訪予定。

( 5)農事試、 熱研 研 修事業 ( 1954 -73)卒業生 19名

6) 共同研究への戦略的アプロー チ

• Yangonに行くか、 Yez inに行くか

・食料 作物か、 工芸 作物か

・技術的なことをやるか、 社会経済的なことをやるか

・直接的に入るか、 間接的に入るか

•長期でやるか、 短期で対応するか

7) 共同研究実施上の問題点

( 1)援助拡大の時期

(2)社会主義 国の官僚主義

(3) JICA の支援
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灌漑、 林業開発訓練センタ ーのプロジェクトが継続されている。 選伝資源のプロジェクトも

近く人を送る予定である。

(4)生活条件

Yezin の生活条件は耐えられない程のものではない。 (JICA遣伝資源計画調査 報告1 991 .5 .)

ヤンゴンのホテル

インヤ ーレ ーク ホテル

ストランド ホテル

タマダ ホテル

カンド ージー ホテル

サ カン サ ホテル

ガ ー デン ホテル
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